
２７ 新メーザー天体を探せ！ ～ Ｚ星研究調査隊からの報告 ～

荒川絵梨、菊池美南（ 盛岡一高１ 年） 菊地健太郎、工藤崇平（ 盛岡北高１ 年）、田代智香（ 不

来方高３ 年）、 阿部神奈（ 紫波総合高校３ 年）、 古川龍也、 田中茅弥（ 紫波総合高校２ 年）、

石原成美（ 釜石南高校２ 年）、佐藤聡太、 千葉健人、 八鍬健斗（ 水沢高校２ 年）

私たちは２ ０ ０ ７ 年７ 月７ 日(土)， ８ 日(日)と ７ 月１ ４ 日(土)， １ ５ 日(日)の２ 回、岩手県
高等学校文化連盟自然科学専門部・ 国立天文台・ ＮＰ Ｏイーハト ーブ宇宙実践センターが

共催して行われた「 Ｚ 星研究調査隊」に集まった岩手県内天文好きの高校生１ ２ 名である。

私たちは、国立天文台水沢 VERA観測所２ ０ ｍ電波望遠鏡を使わせていただき、 国立天文
台スタッフの方々から指導をいただきながら、 自分たちで探査領域を選定し、新しいメ ー

ザー天体を発見することに挑戦した。 グループ１ は、「銀河系中心方向付近」、 グループ２

は「 わし座からペルセウス座にかけての天の川領域」、 グループ３ は「 白鳥座からふたご座

にかけての天の川領域」、 グループ４ は「 オリ オン座付近領域」 を観測した。 その結果グル

ープ１ では、 ２ 天体を検出し、詳細に調べた結果、 １ 天体は既知のメーザーであった。

右のグラフはもう ひとつの天体から受けた電波であり 、新発見ではないかと思われた。 し

かしそのすぐ近く にもう ひとつ既に発見され

ている強いメーザーを出している天体があっ

たために、 この天体から出た電波の影響によ

るものと考えられた。

そこで、 私たちは５ 点法と呼ばれる観測方

法を用いて、再度観測した。 ５ 点法と は新

発見のメ ーザーだと疑われるものを中心と し

た半径７ ５ 秒角の円の円周上の４ 点を観測し、

受信した電波を確認する方法である。 新発見

の場合、４ つの点の電波強度は同じになるが、

近く の星が影響していると

その星に近い点の電波強度

が強く 出る。２ 回目の観測で

は星の中心より も 左側の電

波強度が強かったので、近く

の星が影響したものと 確認

すること ができた。



またグループ４ では、右下のグラフに見られるメーザーが観測された。 この天体はオリ

オン座付近にある一角獣という 星座の鼻の部分に当たる。

１ 回目の観測では、悪天候（ 雨降り ）

の中で行われたために、 ノ イズが大き

く 正確なデータを取ること ができなか

った。 そこで、 ２ ０ ０ ８ 年１ 月１ ９ 日

（ 土） にもう 一度観測することにした。

この日は、寒い晴れた日であった。 こ

の観測では、 ノ イズが少なく はっきり

と したデータをと ること ができた。 し

かし、 この天体は、 １ ９ ９ ０ 年にド イ

ツで発見され、論文に掲載されている

メーザー天体であること が確認された。

今回は、 グループ１ と ２ で９ 点ずつ、 グループ３ は２ ３ 点、 グループ４ は１ ８ 点、 合計

すると ５ ９ 点の観測データを取得するこ と ができた。 新発見かと思われるデータもあり 、

観測中はかなり モチベーショ ンを高めながら観測を続けること ができたが、 新発見には至

らず残念な結果に終わってしまった。 観測スケジュールは、深夜から早朝にかけてのグル

ープもあり 、睡魔や疲労と戦いながら観測を続けるという 貴重な体験をすることができた。

宇宙からの電波を受信するという 、今までに考えたこ と もないよう な、壮大なスケールの

観測には胸を躍らされるものがあった。 今後、 もし機会があれば、ぜひ新天体発見に挑戦

してみたい。

この観測・ 研究を指導してく ださった国立天文台の方々に感謝申し上げ、今回の報告を

終わり ます。
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